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内容の要旨および審査の結果の要旨
閉塞性黄疸の合併症として，意識障害があるが，脳組織学的変化についての報告は少ない。
実験的閉塞性黄疸を作成し，脳の組織学的変化とエネルギー代謝の変化を検討した。
成犬36頭を用い，次の２群を作成した。Ａ群（ｎ＝２５）は，総胆管を絹糸で結紮し，実験的
閉塞性黄疸を作成した。黄疸期間は３日間から１７日間とした。Ｂ群（ｎ＝１１）は同様に総胆管
を結紮し，肝臓側の総胆管にカテーテルを留置した。黄疸期間は５日間から１７日間とし，その
後さらに，カテーテルの他端を開放する減黄術を行った。減黄期間は１４日から２１日（平均16日）
とした。
Ａ群の黄疸期間後，Ｂ群の減黄期間後に摘脳し，脳組織学的検査を行った。脳組織学的変化
の程度は，２００倍率の１視野における変性個数により，４段階に分類した。Ａ群の総胆管７日
間の黒質で，energychargeを測定した。また各種の血液生化学的検査を行った。
脳組織に認められた所見は，simpleatrophy，pyknosis，神経突起の腫大，neuronophagia，
ghostcell，細胞質内の顎粒状物質，大脳髄質と血管周囲の空胞化，Purkinje細胞の消失で
あった。
neuronophagia，ghostcellの出現は，神経細胞の機能喪失につながる重要な所見である。
これらの変性所見が総胆管閉塞７日目では大脳基底核，海馬回，赤核など中枢神経の中心部に
すでに変性が現れ，１３日後には大脳皮質，視床，黒質にもおよんでいた。
Ｂ群を，減黄率で４群に分類し，組織学的変化を比較した。neuronophagia，ghostcell
は，減黄率の悪いⅢ群，Ⅳ群で広範囲かつ高度に認められた。
コントロールの黒質のEnergychargeは，平均０．７７で，これに対し総胆管閉塞７日間の黒
質では，０６５と有意に低下した（Ｐ＜005）。
実験的閉塞性黄疸７日目にはすでに脳組織には種々の不可逆変性が現れており，ｅｎｅｒｇｙ
ｃｈａｒｇｅも低下した。減黄術はより早期に行うべきと思われろ。
以上本論文は，閉塞性黄疸時の意識障害を脳組織の病理学的検索から実験的に証明したもの
で，本症の早期治療にも関連して有意義な論文と評価された。
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